
B 調査の方法  

1．調査時期及び調査対象   

調査f‡！的および調査事項からして，時期，対  

象は「】田柄2年7月2町］Aドック＝港，8月6日  

ラスタヌラ（横地）着，8月24日ノ11略（扮地）  

入港の，タンカpH丸（D／W 74，259t，乗組  

員45名）を選んだ。H丸を速んだのは，調査事  

項㊥と関連する。すなわち，乗組員の生理に対  

する航海の影響を検討するためには，航海の影  

響を受けていると考えられる時期の生理値と同  

様に，航海の影響が無いかまたは比較的少いと  

考えられる時期の生理値をとり，両者を比較す  

る必要がある。幸い，H丸は7月20日の囲濃度  

で，前航海の帰港碇泊揚荷2旛夜の後，4昼夜  

の入渠準備次いでAドック入渠2週間と20日間  

の碇泊期間があり，航海から解放されていた。  

もちろん，乗組員は入渠中も，航海中の作業に  

劣らない作業を続けているのであるが，生活条  

件け二航酢l二∫と異なり，住居は陸上の宿舎で動折  

や振動から解放され，家族のあるものは－▲紺に  

生活し，食糧も新鮮である。この入渠中の生活  

が，航海中の生活とかなり異なることは，航海  

「P2～3日も便秘していた者や，食欲不振が入  

渠中の陸上生括によってほとんど回復すること  

からも明らかである。したがって，入渠直後の  

乗組員の生理イ直は，←応航海の影響から解放さ  

れているとみなすことができる。H丸を選んだ  

もう一山つの理由は乗組員が45孝一と現在の遠航タ  

ンカーの中では典例といえるほど多いことであ  

る。一一般的傾「■ちJを知るにはできるだけ多くの人  

についての資料が必要なので，このことは好都  

合だと考えた次第である。   

2．検査項目の内容と手続   

1）アンケート調査  

ⅤⅠⅠペルシャ湾航路タンカー乗組員  

の生理  
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A 調査の目的   

今回の調査の目的は標題の通り，酷暑期のペ  

ルシャ航路タンカ【乗組員の生理の実態を把握  

することである。特に酷暑期のペルシャ航路を  

選んだのは，それが乗組員の健康管理の汲も困  

難な条件の一つと考えられるからである。すな  

わち，仰潜期（6月～8月）のペルシャ航路で  

は，インド洋がモンスーン時期に当り，風浪激  

しく，ために船体の動描が激しいこと，セイロ  

ン島沖からペルシャ湾入口に達する間は，モン  

スーン時期特有の過剰湿度と高温にさらされ，  

ペルシャ湾に入れば酷暑に襲われる。このよう  

な条件の下での乗組員の苦労は筆舌にづくし難  

い。したがって，このような条件下の乗組員の  

生理を把握することは，乗組員の健康管理のた  

めに非常に誼要であり，われわれが調査対象と  

した理由もそこにある。   

調査しようとしたのは次の二点である。   

①乗組員の生理値の実鯉の把捉   

㊥乗組員の生理に対する航海の影響   

この二つは相互に異なるものではないが，後  

者の把握も謹賀なもので特記した。  
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